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学術交流会

日時： 平成25年2月2日

 午後3時から午後６時まで

場所： 室歯会館　齋藤記念講堂

　2年前、堅田学術部長
が始めた学術発表会が
多方面からの参加者がい
ることで名前を変更し、
学術交流会として開催さ
れた。一般演題は8講演
で、室歯会員からの発表
に加え、衛生士会、保健所からも発表があり
55名が参加して行われた。一般演題の後、薬
剤師会からパルス薬局東室蘭店の山内忠広先
生が「歯科領域に影響を与える薬剤について
～薬局薬剤師の立場から～」と題して特別公演
として行われた。歯科に重要な薬とのかかわ
りやジェネリック、薬のネット販売など非常に
興味深い内容で参加者も聞き入っていた。質
疑応答も多く出たので限られた時間では足り
ず、話し足りない部分は懇親会に移ってからも
続けられ、大いに盛り上がった。
 （塚田正興記）

パラレル日帰りバスツアーin手稲スキー場

日時： 平成25年2月10日

場所： サッポロ　テイネ

　室歯パラレルスキークラブの第3回目の日帰
りバスツアーが開催された。洞爺湖町を朝7
時に出発し、伊達、室蘭、登別の順にメンバー
13名を乗せて、10時過ぎに札幌手稲スキー
場に到着。当日は気温が低く麓でも－10℃、
しかし雪質は最高で札幌市を一望できるゲレ
ンデを満喫した。普段のバスツアーはルスツ
やニセコなど比較的近いので、お酒を飲んで
いる暇もなく降りてしまわなければならない会
員も、当日はのんびりと帰りのバスの旅を楽し
んだ。 （塚田正興記）

ハッピーマウスサポーター養成講座終了

日時： 平成25月2月20日

場所： 室歯会館　齋藤記念講堂

　道歯主催で1月16日の上田常務理事の開校
式から始まったハッピーマウスサポーターが、2
月20日の意見交換会と閉講式で全日程を終了

した。全12講座（6日間）
の講義を一人の脱落者
もなく参加した17名は、
修了証と室歯特製の歯
ブラシボルタのピンバッ
ジを手にし、お口の健
康を広めてくれるサポー
ターとして認定された。

参加者からは非常に好評で、来年の開催を望
む声が多く出されていた。 （塚田正興記）

学術講演会「ＩＴ端末の活用」

－タブレット型端末を臨床、公衆衛生事業、

会務運営にいかに役立てるか－

日時：平成25年2月21日

場所：美唄ホテルスエヒロ

　岩見沢歯科医師会の
広報担当理事の久恒
泰宏先生が「IT端末の
活用」という演題でご自
分のiPadを自在にお使
いになり、ご講演いた
だきました。久恒先生
は以前、美唄で勤務医をしていたこともあ
り、旧知の先生も数多く、和やかな雰囲気

でわかりやすく活用法を教えてくれました。
特に、iPadのアプリには大変造詣が深く、診
療や日常に役に立つアプリの紹介やクラウ
ドの活用についても教えていただきました。
写真の整理や簡単にプレゼンする方法など
数多くのことや岩見沢歯科医師会のデータ
ベース（美唄歯科医師会でも利用させていた
だいておりますが）を駆使して会員に情報伝
達を速くて、安くて、簡単に行っていること、
メーリングリストの利用などを会員からの
質問に答えながら親切に解説していただき
ました。久恒先生にはお忙しい中をご講演
頂き感謝しております。私ども美唄歯科医
師会員も心なしか、ステップアップしたと
思える日でありました。なお、今回の講演
内容は、FC1→道央北DataBox→スライド･
動画資料ファイルで閲覧可能です。
 （笹川政嗣記）

道歯主催 平成24年度学校歯科保健講演会

日時： 平成25年2月1日㈮19時～ 

場所： エニケンビル3階会議室

　標記講演会が開催された。
　学校歯科担当理事の
中島先生の司会のもと、
千歯会の佐々木宇一会
長の挨拶があり、その中
で今回の講演会にわざ
わざ函館から出席された
道歯専務理事の上田先
生が紹介され、感謝の言葉が述べられた。
　続いて、中島先生より北海道医療大学歯学
部口腔構造・機能発育系小児歯科分野斉藤
正人教授の紹介が行われた後、｢学校歯科保
健の充実を図るために｣を演題にして講演して
頂いた。

　少子化時代の小児歯科臨床として、北
海道における小児歯科を取り巻く現状、MI
（Minimal Intervention）の概念、レジン系
シーラントとグラスアイオノマー系シーラント
について、また乳歯における生切、抜髄、感
染根管治療についてなど小児歯科臨床でのト
ピックスや研究内容について説明された。
また学校歯科検診時の歯列、咬合、顎関節の
項目についての判断基準や筋機能療法、歯の
色・口臭、さらに口腔内科分野である身体醜
形障害などについて、沢山のスライドを使って、
分かりやすく説明して頂き、参加された先生方
は明日からの診療に役立つ有意義な内容に満
足されていたようでした。
　講演は約2時間で終了し、千歯会の河井副
会長の挨拶で終了となった （佐藤泰祥記）
千歯会主催 平成24年度 口腔内科分野

生涯研修プログラム認定研修会

第三回学術講演会

― 口臭の原因と対策 ―

日時： 2月22日㈮19：00～

場所： エニケンビル3階会議室

　標記研修会並びに学術講演会が会員29名
の出席を得て開催された。
　「口臭の原因と対策」について北海道大学病
院講師 兼平 孝 先生をお迎えし診療の疲れも
吹き飛ぶような大変興味深い講演を聴かせて
頂きました。

　もしタイムマシンで戦前の日本に降りたった
ら？
　貴方は日常の悪臭、体臭、口臭に耐えられ
ないのではないでしょうか？
　畑には肥溜め、家の周りにはドブ川、家の
中は汲み取り取り便所、その汚物を汲み取る
バキュームカーが走っていたのをご存知の先
生も多いのではないでしょうか？
　日常生活においてもお風呂は毎日入らない、
衣服は毎日洗わない、歯は磨かない、虫歯や
歯周病は治療しない、病気になっても医者にか
かれないなど臭いの原因はたくさんありました。
現代では社会環境の整備、若者を中心とした
強い清潔志向が広まり「無臭が最高の香り」、
化粧品は臭いのしない物が好まれています。

　臭いに対し寛容だった日本人が非寛容に
なった話の後、口臭とは何か？原因、口が臭
くなる職業、口が臭くなりやすい薬、時間、
口臭の診査、治療、自臭症等についてそれぞ
れ講演されました。
　これから口臭を臨床に取り入れるアプローチ

として下記の注意点を教えて頂きました。
1.　1回の判断だけでは誤診しやすいので時
間を変えて最低3回は来院してもらう。
2.　機器による測定と併行して自分の鼻で直
接嗅ぐ官能検査を行なう。（口、鼻）
3.  口腔粘膜の乾燥度を調べる診査を必ず行
なう。(舌の状態、安静時唾液の唾液分泌量、
舌苔の有無)
4.　口呼吸の有無（鼻声、鼻炎、前歯突出状態、
口唇の閉鎖状態）
5. 薬の服用状態、女性の場合は更年期障害
6.　漢方も取り入れる。
7　診査時に口臭がほとんどなくても口臭の原
因がある場合は口臭ありとして対応する。
8.　精神的背景が強いと思われる時は深入り
せず専門家に、受診勧告は本人でなく家族に。
ご紹介は下記にご連絡頂ければとのことです。
北海道大学病院 歯科診療センター 口臭外来
電話011-706-4342 （月～金9：00～17：00）

歳 CHITOSE千

第3回臨時総会

　2月22日㈮午後7時より小樽市民会館に於
いて開催された。出席会員は106名中35名、
委任状出席は50名であった。開会に先立ち、
1月14日にご逝去された故 辻 博樹会員に対し
全員で黙祷を捧げた。
　笠間会長より、衛生士専門学校の現況と本
総会での議案についての説明があり、よろしく
ご審議お願いしますとの挨拶があった。
　報告事項では、会務・会計・郡市区会長
会議・衛生士専門学校の報告のあと、先の役
員会において次期の衛生士専門学校の学校長
に、角谷 淳 会員が決まったとの報告があった。
　角谷会員より就任の挨拶があった。
　議案第1号では、役員および学校職員の報

酬に関する件が議決された。議案第2号は会
長予備選挙に関する件で、選挙管理委員会の
館 裕会員より委員会報告があり、議長に書類
が提出された。候補者が単独であったため無
投票にて、次期会長は市村昌久会員に決まっ
た。市村会員より、まだ仮の段階ですが全力
で取り組むとの挨拶があった。
　その他では、スキー大会実行委員長の千葉  亘 
会員より協賛金の御礼の挨拶があった。高村佳明
会員より、4月から福祉共済制度が変更になる旨
の説明があった。長谷川 淳会員より、道歯の会
館運営についての報告があった。（佐藤和紀記）

小樽歯科衛生士専門学校

第44回卒業証書授与式・卒業祝賀会

日時： 平成25年3月9日㈯午後1時より

場所： グランドパーク小樽

　第44期生27名の卒業証書授与式が挙行さ
れた。
　熊沢隆樹学校長より学生一人一人に卒業証
書が手渡された。学校長告辞、会長挨拶につ
づき、来賓の方々から祝辞を頂戴した。祝電
披露の後、在校生より入学当初不安な気持ち
の自分たちに適切なアドバイスをくれた先輩た
ちへのお礼や学校行事の思い出、そして輝く
先輩の姿への憧れ、今後の活躍を願って送辞
が述べられた。
　卒業生からは在学中暖かくも厳しい目で見
守っていただいた指導者や先生方への感謝や
苦しかったときいつも支えてくれた家族、思い
出をたくさんくれた友達と後輩への感謝の気持
ちが述べられ、これから思いやりのこころをもっ

て努力を重ねていく決意が伝えられると、卒
業生、在校生のあちらこちらから、すすり泣く
声ももれてまいり、目頭を熱くする保護者の方、
先生方、来賓の方々が多数見受けられた。
　また同会場にて午後4時より卒業祝賀会が
行われた。華やかな衣装に身を包んだ卒業生
達が、恩師や級友との別れを惜しみつつ楽し
いひと時を過ごした。
　卒業生の皆さん、保護者の皆様、おめでと
うございます。 （坂口友朗記）

樽 OTARU小

蘭 MURORAN室

秋元亮太氏

薬剤師山内先生

唄 BIBAI美

臨時総会 卒業式

※道歯の共済制度が変わります！ 詳しくは同封物及び通信28ページをご覧ください。


